
西
野
さ
ち
子
市
議
は
５
月
１
７
日
の

本
会
議
で
、
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
「
大
飯
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
、
脱
原
発

の
決
断
」
を
！

福
島
原
発
の
事
故
原
因
は
未
だ
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
政
府
の
新
基
準
に
つ
い
て
、
政
府
の

事
故
調
査
員
会
の
委
員
長
か
ら
も
不
十
分
だ
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
福
井
の
原
発
群
に
最
も
近
い
政
令

市
の
京
都
市
長
が
再
稼
働
容
認
の
立
場
を
示
し
た
事

は
許
せ
ま
せ
ん
。
世
論
調
査
で
は
８
割
以
上
が
脱
原

発
の
段
階
的
廃
止
の
立
場
で
す
。
脱
原
発
の
日
本
を

引
き
続
き
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
く
ら
し
と
経
済
を
破
壊
す
る
消
費
税
増
税
ス

ト
ッ
プ
を
！

消
費
税
増
税
が
京
都
市
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
や
、

消
費
税
増
の
逆
進
性
に
つ
い
て
、
グ
ラ
フ
を
示
し
て

質
問
し
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
「
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
公
平
に
負
担
す
る
税
」
と
の
答
弁
。
市
内
の
多
く

の
業
者
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
増

税
に
反
対
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
す
。

●
焼
却
灰
溶
融
施
設
の
事
業
中
止
を
！

事
故
続
き
で
２
年
半
経
っ
て
も
ま
だ
試
運
転
で
き

な
い
破
綻
し
た
事
業
で
す
。
動
か
せ
ば
運
転
経
費
が

３
年
目
ま
で
は
１
６
億
円
。
４
年
目
か
ら
は
毎
年
２

０
億
円
か
か
り
ま
す
が
、
ま
だ
「
必
要
な
施
設
」
と

固
執
し
た
答
弁
で
し
た
。

●
外
環
状
線
・
桃
山
高
架
橋
の
抜
本
的
改
善
を
！

●
市
営
住
宅
の
畳
・
風
呂
釜
の
取
り
替
え
は
京
都
市

の
責
任
で
！

●
醍
醐
寺
周
辺
の
乱
開
発
に
ス
ト
ッ
プ
を
！

弁
護
士
さ
ん
や
地
域
の
方
、
大
阪
か
ら
参
加
し
た

と
い
う
方
等
幅
広
い
参
加
者
の
中
で
も
、
今
回
は
若

者
の
参
加
者
が
目
立
ち
、
全
体
の
参
加
人
数
も
多
く
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
「
大
飯
原
発
の
再
稼
働

は
や
め
て
」
「
再
稼
働
な
し
で
夏
を
乗
り
切
ろ
う
」

な
ど
、
参
加
者
は
思
い
思
い
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
石
村

か
ず
子
３
区
予
定
候
補
者
、
西
野
さ
ち
子
市
議
、
山

根
と
も
ふ
み
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

高浜原発からの放射性ヨウ素の拡散予測
パネルを示し質問する西野さち子市議

日本共産党伏見地区委員会
Tel(611)9135 Fax(602)9117

2012年5月27日

伏見区には老朽化した危険

な橋が多く有ります。今回視

察した橋の一つの土橋（192

7年建設、健全度C）は、橋

の鉄筋がさびて切れていたり、

橋げたを固定する木が腐って

崩れている上、橋の下には水

道管とガス管が通っています。

橋にもしもの事が有れば大

事故になりかねません。京都

市は３年から５年かけて修理

すると言いますが、早急な対

策が必要です。

濠川に架かる土橋を視察する西
野さち子市議、赤阪仁前市議等

５
月
１
９
日
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
の
北
東
に
あ
る
西
裏
南
公
園
を
ス
タ
ー
ト

し
て
、
龍
谷
大
学
の
正
門
ま
で
、
「
ば
い
ば
い
原
発
」

「
再
稼
働
や
め
て
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
師
団
街

道
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

若
者
の
参
加
者
が
目
立
ち
、
盛
り
上
が
っ
た

⇒

質
問
の
大
要
は
「
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

録
画
は
「
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


